




研究目的 

脳障害児の早期発見は乳児健診における主要目的の1つである。処が実際には検査手技が

標準化されていないため、乳健の場において脳障害の早期発見が必ずしもスムースにおこ

なわれていない。我々は乳児期を通じてみられる姿勢反射のうちから、脳障害早期発見の

ために最も有効と考えられる検査項目を選出し、そのテスト方法、判定を標準化し、実際

の乳児健診に役立てるのを目的とする。 


